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＜連絡事項＞

・病院2階応接室の使用が荷物搬出のため出来なくなります。院長室(旧理事長室)を臨時応接室として利用してください。
・県から発出されたポスター(3密から0密へ)を詰所やホワイトボードに掲示しています。引き続き、感染予防対策、換気の徹底、清掃・消毒を徹底していきましょう。
＜患者様連絡事項＞
・袴田　隆裕様～2回目の宿泊体験から帰院しています。危険物の持ち込みや怠薬はありませんでしたが、不安時と不眠時の頓服薬は服用しています。全体的に良かったと話されていますが、喫煙については買っていない、吸いたかったけど我慢したと話しています。金銭管理もレシートすべて保管しておらず、不明金1198円ありました。8/27(金)から自己服薬管理開始予定となっています。
・竹洞　総子様～臨時薬マックターゼ配合錠2Ｔ　2×夕食後が止め、他同内容で７日分処方となっています。弟様より連絡あり、グループホームについて詳しく話が聞きたいとの事で折り返し連絡すると伝えています。
・五日市　規様～臨時薬内容変更なく7日分処方となっています。
・会津　慮子様～娘様来院され、洗濯代1000円持ち込みがありました。
・高田　マキ様～お菓子、ジュース、牛乳、カフェラテ、カップラーメンの持ち込みがありました。

・堀切川　秀子様～ＰＳＷ付き添い、青山荘の見学に行っています。本人より入所の意向聞かれていましたが、知人の中島さんから以前一緒に住もうと言われており、その話が出たらそちらに行ってもいいのか？と聞いていたとの事です。みちのく銀行にて26万円おろし医事にて入院費の支払いをしています。残りはアパートの退居や施設入所の費用にあてていく予定となっています。

＜要注目患者様＞
・五日市　規様～妄想発言や不機嫌さなく、プログラムにも参加しています。余暇はホールで過ごしていますが、壁叩きはありません。引き続き、所在の確認を行っています。

・森　ひで様～ホールでパズルをして過ごすが、疲労感を訴え臥床しています。スタッフコールの頻回さや自己中心的な発言はない。引き続き褥瘡予防の悪化に努め、離床を促していきましょう。

＜金Ｄｒ診察情報＞

・井上　和美様～体調については「寒くて洗濯も出来ない」「薬が減ったがあまり変わりない」と。アリピプラゾールを元に戻すか問われると「そのままでいいです」という。診察中落ち着いており、笑顔みられる。
・坂本　福子様～最近の様子について「眠いがOTには行っています」「病棟では竹洞さんと話しているが、他はあまり会話はしない」と話す。担当医より距離感に注意して生活するよう指導受けている。本人より鼻水が出るとの事であるが、食事中温かいものを摂取する時がほとんであるため、処方はなく様子みるようにと指示あり。臨時薬内容変更なく7日分処方、疼痛時ロキソプロフェンＮａ(60)1Ｔ　10回分処方となっている。
・小笠原　文人様～調子は「まあまあ」、午前中は作業で計算問題をしてきたと話している。困っている事もないとの事。  
・中野渡　鉄男様～調子も変わりなく、体重も変わりないと話している。体重を減らしていくよう担当医より指示が出ている。
・吉田　和真様～調子については「まあまあ、良くもなく悪くもない」と。自己服薬管理本日より開始となり許可が出ている。服薬カレンダーの購入については借金の支払いを優先するようにと指示が出ている。臨時薬は内容変更なく7日分処方となっている。
・高橋　康満様～調子について、「体力がない」食事は各食全量摂取できている。涎が出るようになったが、年齢のためと考えられるため経過観察となっている。
・十日市　利喜様～体調については「いつもと変わりない」と話している。腰痛は持続しているが、頓服薬は服用していないとの事。
・角濱　義弘様～最近の様子については「横になっている状態が長い」「ご飯は何とか時間がかかっているが食べている」「朝から午前中にかけて一番眠くて起きれない」と。担当医よりこれ以上減薬は検討していないため、臨時薬の変更はなく７日分処方となっている。「作業へは行きたい気持ちがあるが、作業室へ行くと苦しくなる、胸がしめつけられる」と話す。
＜金Ｄｒ.退院支援委員会会議＞
・井上　和美様～退院の意思がない事は変わらない。家族との外出機会に、今後の本人の生活について尋ねても、妹様も退院については考えられないと話され進展はない。本人への退院に向けて動機付けや施設グループホーム等の見学(本人は退院の意志なし）をしていく。
・坂本　福子様～他者とトラブルや浪費癖があり金銭管理が難しい。母親、弟がいるが家族からの受け入れは拒否。昼夜逆転傾向のため、睡眠時間の確保について介入する。退院先はグループホームなどの施設。
・小笠原　文人様～周期的に気分高揚、粗暴性、多弁、不眠、躁状態あるため他者トラブルにある可能性あり。精神状態の安定後、今後の退院の方向性について家族、SWと相談していく。精神状態が安定してきたら青山荘または他の施設を検討していく。
・中野渡　鉄男様～家族は名前貸しも拒否持続、施設等入所困難。施設の方向で検討しているが進展見られない。成年後見人申請、施設見学・介護度の申請依頼を検討していくのは持続していく。本人も通所入所に関しての意欲さ乏しく利用する施設への入所も拒否的発言持続のため引き続き相談していき、施設方向で検討予定方向性を話し合い前向きに向ける様関わっていく。御家族へ書面を作成し投函し成年後見人制度の了承確認を予定していく。
・吉田　和真様～不安感、焦燥感、希死念慮、自殺企図、自傷行為があるが、現在はみられない。金銭管理が出来ず借金をしてしまうため、金銭管理に関して介入が必要。服薬自己管理を行い、施設入所を目指す。アパートは退居していく。
・高橋　康満様～自閉、感情鈍麻等、陰性症状が残遺しており、活動性の低下がある。買い物や金銭管理など、社会生活に第三者のサポートが必要。病院周辺の単独外出は問題無し。家族は、施設入所には賛成できないとの事で協力を得る事は難しい。本人は施設入所の意志はあるがキーパーソンの甥様は入院継続希望している。長期入院によりＡＤＬ低下する恐れあり。高齢者入所施設。介護保険が切れているため再申請が必要。
・十日市　利喜様～本人が退院について考えられないと答えている。身元引受人がいない事から施設の入所は困難。アパート借用にあたり保証人不在となるため可能性は低い。今の生活能力から考えると退院後すぐに単身生活は困難であり、生活スキルアップのトレーニングは必要と考える。精神面では妄想様の発言聞かれるが、日常生活に支障は見られない。
・角濱　義弘様～内服調整を行い、精神面での安定を図る。自宅退院を希望しているが、両親が高齢である為、本人へのサポートは望めない状況。退院に対する意識が薄い。定期的な自宅への外出泊訓練実施し自宅へ退院をすすめていく。
＜深澤Ｄｒ.退院支援委員会会議＞
・松谷　さと子様～妄想、幻聴、被害妄想があり日常生活に支障がある。自傷他害の可能性もみられ、退院先について本人は自宅を希望しているが、家族は施設入所を強く希望。本人の意向も確認しつつ、家族・保健師と退院先や利用サービスを検討していく。
・五日市　規様～精神症状（妄想）が固定化されており、社会生活への適応・継続が困難である。病識が無く、怠薬・断薬による症状悪化の可能性がある。ＡＤＬ、ＩＡＤＬ(洗濯、保清など)低下が見られており、日常生活に支障きたしている。日課・プログラムは問題なく行えている。しかし、余暇などでは壁を叩くなどの粗暴的な行為や妄想発言が聞かれる。薬剤調整中。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・竹洞　総子様～家族は自宅でいいと言うが、母様の対応の変化により病状が不安定になる可能性がある。施設が望ましいが家族の理解を得る必要がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幻聴や妄想に左右され、日常生活に支障が出る可能性がある。
・小林　司様～不安感、抑うつ感、睡眠障害等の症状が悪化することにより希死念慮を抱きやすい。女性への関心が強い為トラブルになりやすい。8/12青山荘見学しているが、本人が起こした事件や女性関係のことで断られている。9/6グループホーム「あおめ」見学予定している。
